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４月に６年生を対象に実施した「全国学力・学習状況調査」の結果がまとまりましたので、その概要をお知

らせします。（個人の結果については配付済みです。）学校といたしましては、今後、本調査の教科並びに児童

質問紙における調査結果から見て取れる成果や課題について分析し、学習指導等の改善に向け取り組んでま

いります。ご家庭におかれましては、家庭学習の一層の充実や生活リズムの改善に向けご指導いただきますよ

うお願いいたします。 
 

国語                全国の平均正答率と比較して高い結果でした 

【平均正答率(％)】                 

本校 全国 北海道 

70.7 67.2 65.8 

▸全道，全国平均を上回っている（全国比＋3.5％）  
 

【内容別の正答率(％)】 

区分 本校 全国 

言葉の特徴や使い方 73.3 全国比＋2.1 71.2 

情報の使い方 64.8 全国比＋1.4 63.4 

話すこと・聞くこと 80.9 全国比＋8.3 72.6 

書くこと 29.6 全国比＋2.9 26.7 

読むこと 73.5 全国比＋2.3 71.2 

○正答率の高い問題                 🔴正答率の低い問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○必要なことを質問し、話し手が伝えたいことや

自分が聞きたいことの中心を捉える 

○目的に応じて、文章と図表などを結び付けるな

どして必要な情報を見付ける 

○学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中

で正しく使う 

令和５年度全国学力・学習状況調査の結果 

🔴図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わる

ように書き表し方を工夫する（記述） 

●文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考

えをまとめる（記述） 

🔴日常よく使われる敬語を理解しているかどうか 

正答数分布グラフ 

学校だより 特別号 
令和５年９月 2８日発行 
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算数                全国の平均正答率と比較して高い結果でした 

【平均正答率(％)】                 

本校 全国 北海道 

66.3 62.5 61.0 

▸全道，全国平均を上回っている（全国比＋3.8％） 

 

【領域別の正答率(％)】 

区分 本校 全国 

数と計算 72.8 全国比＋5.5 67.3 

図形 54.2 全国比＋6.0 48.2 

変化と関係 71.8 全国比＋0.9 70.9 

データの活用 68.5 全国比＋3.0 65.5 

 

○正答率の高い問題                  🔴正答率の低い問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○伴って変わる二つの数量が、比例の関係にないこと

を表の中の適切な数を用いて説明する 

○「以上」の意味を理解し、表から必要な数を読み取る 

○加法と乗法の混合計算や分配法則を用いて計算する 

🔴正三角形の意味や性質についての理解 

●高さと底辺の関係を基に正三角形の面積の大小

を判断し、その理由を説明する 

●棒グラフを読み、見出した違いを言葉と数を用

いて記述する 

正答数分布グラフ 
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３ (３)正答 
① 600  
② 600【正答率 75.9％】 

４ (１) 正答 ウ、エ 
【正答率 50.0％】 



 
正答率の高かった問題               正答率の低かった問題 
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１ (２)正答例 
○ア １ ○イ ２ ○ウ 45 ○エ 51 

【正答率 96.3％ 無解答率 0％】 

２ (４)正答 ３ 
わけ(例)三角形の面積は、底辺×高さ÷２で求められます。 

２つの三角形の底辺は、どちらも 3.2cm で等しいで 

す。また、高さは、テープのはばがどこも同じ長さな 

ので等しいです。だから、○お と○か の面積は等しいです。 

【正答率 31.5％ 無解答率 1.9％】 

４ (３)正答例 
（「１日」に着目すると、次のようなちがいがあります。） 

６年生のグラフでは「１日」の人数が２番目に多く、５年生

と６年生を合わせたグラフでは「１日」の人数が１番目に多い

です。        【正答率 57.4％ 無解答率 16.7％】 

３ (２)  
求め方：１人分のファイルの長さを求め、その 23 人分の長さを

求めると、(1.4＋1.6＋2)×23＝115 で、115 ㎝です。 

答え：115 ㎝ 

番号：１      【正答率 72.2％ 全国正答率 56.7％】 



児童質問紙から見受けられる傾向 

「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と回答した割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央小学校の今後の取組 

中央小学校では、全国学力・学習状況調査の結果をはじめ、日常の学習や生活から見て取れる課題につい

て全教職員で共有し、改善に向け取組を進めます。また、中央中学校区で目指す子ども像「夢（目標）を持

ち、粘り強くたくましく、学びあい高め合う子どもたち」のもと、中学校区で連携した教育を進めます。 

◆授業での「対話」を充実させ、学ぶ楽しさと、より深い学びの実現に向けた授業改革に取り組みます 

①伝え合う力（対話力）の向上と協働的な学びの充実 

②ICT の有効活用等による、個別最適な学びと協働的な学びの実現 

③習熟度別・少人数指導による、個に応じたきめ細かな指導の充実 

④児童の実態に即した指導計画の立案と実施、評価、改善サイクルの確立 

⑤家庭学習の質と量の充実を図る取組の推進（学習内容の定着と児童同士の高め合い） 

◆自己肯定感を高め、楽しい学校の土台となる支持的風土とよりよい人間関係の構築に努めます 

①対話と協働を基にした、主体的な特別活動への取組（行事、児童委員会、学級諸活動等） 

②よりよい人間関係を築くための、挨拶・言葉遣い・礼儀の日常化 

③多様な価値観を育む、考え議論する道徳の推進（指導の重点の明確化） 

間もなく、前期のあゆみ（通知表）を渡します。ご家庭でも、お子さんの学習状況を把握し、家庭学習等

へのご指導をお願いします。 

 

・毎日、同じくらいの時刻に起きている 

全国比 ＋2.2％ 

・家で、自分で計画を立てて勉強をしている 

全国比 ＋2.0％ 

・読書が好き 

全国比 ＋4.5％ 

・算数の授業の内容はよく分かる              
全国比 ＋3.9％ 

・自分には、よいところがあると思う    
全国比 －14.4％ 

・学校に行くのは楽しいと思う 

   全国比 －16.2％ 

・自分と違う意見について考えるのは楽しい 

全国比 －16.5％ 

・学校が休みの日の、１日あたりの勉強時間    

（１時間以下または全くしない割合） 全国比  ＋7.1％ 

・授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、 

自分から取り組んでいる     全国比 －11.6％ 

・学習した内容について、分かった点や分からなかった点を 

見直し、次の学習につなげている   全国比 －21.1％ 

 

・平日の生活の中に家庭学習の時間

を組み込み、計画的に取り組める児

童が増えている。 

・朝読書が定着し、好きな本を楽しみ

ながら読んでいる児童が多い。 

・基礎・基本が定着し、自信をもって

学習に臨んでいる。 

・自己肯定感や意欲面、対人面での課

題が見られる。 

・日々の授業にしっかり取り組む児

童は多いが、主体的に学ぶ意欲や他

者との対話、協働的な活動が不足し

ている。 

・目標を持ち、やるべきことを自ら考

え実践できるまでに至っていない。 


